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余地がない｡この資格なしに､大学のポストを獲得することは難しい｡次が､｢ボスドク｣である｡

北米では､｢ボスドク｣というのは､学位取得後､他大学で1-2年間研究することである｡ これ

は､PostA氏erDoctorの略で､テニュア･トラックのポストをもらう前のことである｡ すなわち､

Ph.D.の学位とPDの資格が不可欠である｡それ以降は､仕事上の資格というようなものはない｡

大学ポストを得るためには､刊行物などの研究業績が強く求められるが､学問分野でも異なるの

で､標準的な基準というものはない｡最近では､ティーチングの経験が求められる｡ たとえば､

大学院でティーチングのトレーニングが必要となるので､TAやゲスト･スピーカーとしてティ

ーチングを担当することになる｡

大学教員の任用手続きは､まず､広く公募をする｡履歴書､カバレター､ティーチング･ドシ

エーをまとめて応募する｡同じ学問分野のシニア教授からの推薦状が必要になる｡次に､審査委

員会が設置され､候補者の書類選考が行われ､2-3を最終候補者 (ShortList)として残し､委

員会 (Committee)には､学部学生の代表者も加わるので､ティーチングの視点が考慮される｡

候補者をインタビューまで導くのは､研究業績であり､その次に､ティーチング能力 (Teaching

Ability)が問われることになる｡ 任用手続きの詳細は､｢労働協約｣に規定されている｡ ティーチ

ング能力も任用手続きで､徐々に､認識されるようになった｡

なぜ､ティーチング･ドシエーをまとめれば､教員として雇用されやすいかといえば､ティー

チング ･ドシエーではティーチング ･フィロソフィーを書くことになるので､ティーチングのイ

ンタビューの質問に対して的確に応答できるからである｡ ティーチング ･フィロソフィーを書く

ためには､｢省察｣が求められるから､どのような教育的アプローチを目指しているかの質問に対

して､迅速に対応ができる｡ もし､ティーチング ･ドシエーをまとめたことがなければ､質問さ

れても自信のない回答しかできない｡そのことからも､院生の若い研究者がジョブ ･インタビュ

ーに行くときに､ティーチング ･ドシエーをまとめた経験があれば有利になる｡

大学教員の昇進についてであるが､年齢制限というものはない｡先に説明したように､3年目､

そして 6年目の審査があるだけである｡ 6年目にテニュアを申請する｡ もし､テニュア獲得に失

敗したら､1年間期間の延長が猶予され､その後､解雇される｡これまでテニュアを獲得できな

かったと聞いたことはない｡もし､自信がなければ最初から申請しない｡教員は､組合に加入し

ているので､たとえば､医学上の問題があるときは､組合の顧問弁護士がサポー トしてくれる｡

その結果､テニュア獲得に成功する｡大学側もそのことを承知している｡そのため､大学側も対

決姿勢を強めることはない｡組合に入るメリットもある｡ なぜなら､保護してくれるからである｡

病気という理由から､他の候補者よりも論文数など研究業績が少ないことはあり得ることである｡

組合は､少数民族や女性が不利益を被らないように支援する｡

余地がない.この資格なしに､大草のポストを獲得することは難しい｡次が､｢ボス ドク｣である.

北米では､｢ポス トク｣というのは､学位取得後､他大学で 1-2年間研究することである｡これ

は､PostAfterDoctorの略で､テニュア･トラックのポストをもらう前のことである｡すなわち､

Ph工)の学位とPDの資格が不可欠である｡それ以降は､仕訴上の資格というようなものはない.

大学ポス トを解るためには､刊行物などの研究井桁が強く求められるが､学問分野でも異なるの

で､標雄的な基雄というものはない.戚近では､ティーチングの経験が求められる｡たとえば､

大学院でティーチングの トレーニングが必要となるので､TAやゲス ト･スピーカ-としてティ

ーチングを担当することになる｡

大学教員の任用手続きは､まず､広く公募をする｡履歴軒､カ-レター､ティーチング･ドシ

エーをまとめて応g5･する｡同じ学問分野のシニア教授からの推邦状が必要になる｡次に､審査委

員会が設'Eされ､候糾者の黙類選考が行われ､2-3をJ孟終候補者 (ShortLISt)として妓し､委

員会 (Colnmlttee)には､学部学生の代表者も加わるので､ティーチングの視点が考慮される.

候補者をインタヒュ-まで導くのは､研究共析であり､その次に､ティーチンJ/穂力 (Teachlng

Ablllty)が問われることになる｡任用手続きの詳細は､｢タ;働協約｣に規定されているOティーチ

ング能力も任用手綴きで､徐々に､誰科されるようになった｡

なぜ､ティ-チング･ドシエーをまとめれば､教員として雇用されやすいかといえば､ティー

チング･ドシエーではティーチング.フィロソフィーを空手くことになるので､ティーチングのイ

ンタビューの質問に対して的榊に応答できるからである｡ティーチング ･フィロソフィーをむく

ためには､｢省環｣が求められるから､どのような教育的アプローチをEl指しているかのEFi"に対

して､迅速に対応ができるOもし､ティーチング･ドンエーをまとめたことがなければ､fiFさiほ

れても自信のない回答しかできない｡そのことからも､院生の若い研究者がンヨブ ･インタヒュ

一に行くときに､ティーチング･ドシエーをまとめた経験があれば有利になる｡

大学教員の昇進についてであるが､年齢制限というものはない｡先に説明したように､3年目､

そして6年日の審査があるだけである｡6年日にテニュアを中郡け る.もし､テニュア獲得に失

敗したら､1年間期間の延長が猶予され､その後､解解される｡これまでテニュアを磯村できな

かったとFi"いたことはない｡もし､自信がなければ収毛〃から申訂Jlしない｡教Dは､組合に加入し

ているので､たとえば､医学上の間越があるときは､組合の顧問弁盲壁士がサポー トしてくれる｡

その結果､テニュア獲得に成功する.大学側IJもそのことを承知しているOそのため､大学側も対

決姿勢を強めることはない｡組合に入るメリットもある.なぜなら､保盲壁してくれるからである.

病zjもという習由から､他の候補者よりも論文数など研究菜続が少ないことはあり得ることであるC

組合は､少数民族や女性が不利益を被らないように支援する｡

余地がない｡この野路なしに､大学のポス トを獲得することは雌しい｡次が､｢ポス トク｣である｡

北米では､｢ポス トク｣というのは､学位取符を後､他大学で1-2年間研究することである｡これ

は､PostAfterDoctorの略で､テニュア･トラックのポス トをもらう前のことであるoすなわち､

Phl) の学位とPDの資格が不可欠である｡それ以降は､仕非上のだ格というようなものはない.

大学ポス トを解るためには､刊行物などの研究弟続が強く求められるが､学問分野でも式なるの

で､1,7:if巨的な基fl室というものはない.瓜近では､ティーチングの経験が求められる｡たとえば､

大学院でティーチングの トレーニングが必要となるので､TAやゲス ト･スピーカ-としてティ

ーチングを担当することになる｡

大学教員の任用手続きは､まず､広く公非をする｡履歴モチ､カバレター､ティーチング･ドシ

エーをまとめて応非する｡同じ学rLH分野のシニア教授からの推郎状が必聖になる｡次に,審査委

El会が設'hlされ.候榊者のil_f額選考が行われ､2-3を瓜終候補者 (ShortLISt)として残し､委

員会 (Commlttee)には､学部学生の代表者も加わるので､ティーチ/グの視点が考慮される｡

候補者をインタヒューまで導くのは､研究菜桁であり､その次に､ティーチング穂力 (Teachlng

AblLlty)が問われることになる｡任用手続きの詳細は､鳩 働協約｣に規定されているOティーチ

ング能力も任用手続きで､徐々に､駆職されるようになった｡

なぜ､ティ-チング.ドシエーをまとめれば､教員として雇用されやすいかといえば､ティー

チング･ドシエーではティーチング .フィロソフィーをむくことになるので､ティーチングのイ

ンタビューの質問に対して的確に応答できるからである｡ティーチング ･フィロソフィーをむく

ためには､｢省察｣が求められるから､どのような教育的アプローチを目指しているかの質問に対

して､迅速に対応ができる｡もし､ティーチング ･トシエーをまとめたことがなければ､‡引Hほ

れても自信のない回答しかできない｡そのことからも､院生の若い研究者がジョブ ･インタビュ

ーに行くときに､ティーチング･ドソエーをまとめた経験があれば有利になる｡

大学教員の昇進についてであるが､年齢制限というものはない｡先に説明したように､3年目.

そして6年日の審査があるだけである｡6年日にテニュアを中尉け る｡もし､テニュア獲得に失

敗したら､1年間期間の延長が猶予され､その後､解屈される｡これまでテニュアを磯村できな

かったとF上肌､たことはない.もし､自信がなければ収初から中計ル ない｡教凸は､組合に加入 し

ているので､たとえば､医学上の間越があるときは､組合の顧問弁碓士がサポー トしてくれる｡

その結果､テニュア獲半lfに成功する｡大学tRりもそのことを承知している｡そのため､大学側も対

決姿勢を強めることはない｡組合に入るメリットもある.なぜなら､保健 してくれるからである.

病zjtという理由から.他の候補者よりも富岳文数など研究某紙が少ないことはあり得ることであるC

組合は､少数民族や女性が不利益を被らないように支援する｡
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兼担 (AdjunctTeachers)も組合に入っているのか､その場合､一般教員と同じ組合なのかの

質問に対して､多分､同じものだと思 うと回答した｡しかし､大学院生の組合は別である｡大学

院生が組合化したのも最近のことで､クイーンズ大学は昨年からである｡ 今 日では､教員も､院

生も､職員も組合化しているので､大学管理者はこれらに対応しなければならない｡カナダの大

学のほとんどは教員組合 (FacultyUnion)に加入している｡ これは､アメリカよりも加入率が高

い｡

3.ブリティシュ ･コロンビア大学

3-1.HarryHubball&MichelleLambersonへの聞き取り調査

ブリティシュ･コロンビア大学は､UBCFacultyCertificateProgramonTeaching&Learning

inHigherEducationと称する教員の認定書プ ログラムを提供している｡ これは､ブリティシュ ･

コロンビア大学ティーチング､ラーニング&テクノロジー ･センター (CentreforTeaching,

LearningandTechnology)が運営するティーチングとラーニングに関するスカラーシップの研

修 (InstitutefortheScholarshipofTeachingandLearning)で､この分野のリーダーシップ養成

(SoTLLeadership)のプログラムで､同大学の教員に提供される｡

同センターのパンフレットによれば､このプログラムは､ティーチングとラーニングの強化基

金 (TeachingandLearningEnhancementFund)から支援を受けている｡ プログラムの特徴は､

対面授業とオンラインをミックスした形態で､理論と実践を統合した認定書プログラムで､複数

の学問分野からの大学教員のニーズと教育情況に適応させるためにデザインされたものである｡

SoTL リーダーシップ養成プ ログラムは､学問の複雑さが増す中で､教育プログラム-の学究

的なアプローチ､授業や学生の学習を開発するために､大学教員の研究と専門家としてのニーズ

に対応したものである｡このような認識のもと､高等教育におけるティーチングとラーニングに

関するUBCの認定書プ ログラムは､1998年から開始された｡この認定書プ ログラムの学習モジ

ュールは､オリエンテーション･ワークショップ､個別学習計画､同僚とのミーティング (Cohort

Meetings)､討論フォーラム､ゲス ト･スピーカーから構成される｡ その他､WebCTや e-learning

活動､学習者中心の授業シラバスの開発､SoTLに関する研究の共同発表､SoTLに関する独自の

研究プロジェクト(IndependentSoTLResearchProject)､活動/クラスルーム研究課題､ティ

ーチング ･ドシエー/SoTLリーダーシップ ･ポー トフォリオの作成が求められる｡ この認定書プ

ログラムのために､教員は 150時間の理論にもとづいたSoTLに関するモジュール経験に参加す

る｡

雑損 仏dJunCtTeachers)も組合に入っているのか､その勘合､-般教員と同じ組合なのかの

矧糾こ対して､多分､同じものだと思うと回答した. しかし､大学院生の組合は別である｡大学

院生が組合化したのも瓜近のことで､クイーンズ大学は昨年からである｡今日では､教員も､院

生も､職員t)組合化しているので､大学管理者はこれらに対応しなければならない｡カナダの大

学のほとんどは教fl組合 (FacultyUn10n)に))lJ入している｡これは､アメリカよりも加入率がTtJ希

い｡

3 ブリティシュ ･コロンビア大学

3-1 HarryHubball&MIChelleLambersonへの聞き取り調査

プリテイソユ･コロンビア大学は､UBCFacultyCertlflCateProgramonTeachlng&Learnlng

lnHlgherEducat10nと称する教員の認定弓!Fプログラムを提供している｡これは､プリティシュ ･

コロンビア大学ティーチング､ラーニング&テクノロジー ･センター (CentreforTeaching,

LearnlngandTechnology)が運営するティーチングとラーニングに関するスカラーシップの研

倭 (1nstltutefortheScholarshlpOfTeachlngandLearnlng)で､この分野のリーダーシップ准戚

(SOTLLeadershlp)のプログラムで､同大学の致flに斑供される｡

同センターのパンフレットによれば､このプログラムは､ティーチングとラーニングの強化基

金 (TeachlngandLearnlngEnhancementFund)から支援を受けている｡プログラムの特徴は､

対面授英とオンラインをミックスした形態で､理輪と実践を統合した欝定むプログラムで､複数

の学問分野からの大学教員のニーズと教育情況に適托こさせるためにデザインされたものであるo

SoTL リーダーシップ養成プログラムは､学問の複雑さが増す中で､教育プログラム-の学究

的なアプローチ､授英や学生の学習をF井l発するために､大学数Dの研究と中門家としてのニーズ

に対応したものである.このような欝織のもと､芹..)等教育におけるティーチングとラーニングに

Z業け るUBCの認定襲‡プログラムは､1998年から開始された.この認定空きプログラムの学習モジ

ュー/i,は､オリエンテーション･ワークショップ､個別学習馴画､同僚とのミーティング (Cohort

Meetings)､討論フォーラム､ゲス ト･スピーカーから構成されるOその他､WebCTや e-1earnlng

活動､学習者中心の授菜シラバスの開発､SoTLに関する研究の共同発表､SoTLに関する独自の

研究プロジェクト(IndependentSoTLResearchProject)､活動/クラスルーム研究取越､ティ

ーチング･ドシュー/SoTLリーダーシップ ･ポー トフォリオの作成が求められる｡この認定むプ

ログラムのために､教員は 150時Fij】の理輪にもとづいたSoTLに関するモジュール経験に参加す

る｡

ヌk担 仏d)unctTeachers)も組合に入っているのか､その場合,一般教員と同じ組合なのかの

質問に対して､多分､同じものだと思うと回答した｡ しかし､大学院生の組合は別である｡大学

院生が組合化したのも滋近のことで､クイーンズ大学は昨年からである｡今日では､教員も､院

生も､臓nt,組合化しているので､大学管珊者はこれらに対応しなければならない｡カナダの大

学のほとんどは教il組合 (FacultyUn10n)に加入している｡これは､アメリカよりも加入率が市

い｡

3 ブリティシュ ･コロンビア大学

all HarryHubbal】&Mlchel】eLambersonへの聞き取LJ調査

プリティシェ･コロンヒア大学は､UBCFacultyCertlflCateProgramonTeachlng&Learnlng

lnHlgherEducatlOnと称する敏flの認定空け ログラムを提供している｡これは､プリティシュ ･

コロンビア大学ティーチング､ラーニ ング&テクノロジー ･センター (CentrefoITeachlrLg,

LearnlngandTechnology)が選一岩するティーチングとラーニングに関するスカラーシップの研

倭 (lnstltUtefortheScholarshlpOfTeachユngandLearnlng)で､この分野のリーダーンップ准成

(SOTLLeadershlp)のプログラムで､同大学の教Dに提供される｡

同センターのパンフレットによれば､このプロ//ラムは､ティーチングとラ-二ングの強化基

金 (TeachlngandLearnlngEnhancementFund)から支援を受けている｡プログラムの特徴は､

対面授英とオンラインをミックスした形態で､理給と実足先を統合した認定むプログラムで､複数

の学問分野からの大学教員のニーズと教育怖況に適応させるためにデザインされたものであるo

SoTL リーダーシップ堪成プログラムは､学FHJの複雑さが増す中で､教育プログラム-の学究

的なアプローチ､授英や学生の学習をF非l発するために､大学数flの研究とi2)-門家としてのニーズ

に対応したものである｡このような認織のもと､符)等教育におけるティーチングとラーニングに

関するUBCの認定むプロ}/ラムは.1998年から開始された.この認定空手プログラムの学習モジ

ュー/i,は､オリエンテーンヨン･ワークショップ､個別学習別画､同僚とのミーティング (Cohort

Meetings)､討論フォーラム､ゲス ト･スピーカーから構成されるDその他､WebCTや e-1earlllng

活動､学習者中心の授業ンラパスの開発､SoTLにF奨け る研究の炎同発表､SoTLに関する独自の

研究プロジェ//ト(IndependentSoTLResearchProject)､活動/クラスルーム研究取越､ティ

ーチング･ドシュー/SoTLリーダーシップ ･ポー トフォリオの作成が求められる｡この駆定むプ

ログラムのために､教Eは 150時間の理絵にもとづいたSoTIJに関するモジュール経験に参加す

る｡
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幸運にも､毎月1回金曜日午前 9時から12時までの対面授業に出席することができ､二人の

教員の発表を聞くことができた｡3月ということで､教員同士の議論も活発であった｡この研修

は､ScholarshipofTeachingandLearningに焦点を当てたもので､担当者 HarryHubball教授

が､口癖に､"Researchable"かどうかを教員に問いかけているのが印象的であった｡｢研究｣と

いう視点を失えば､大学におけるティーチングの存在意義がなくなる｡

教員が提出した膨大なポー トフォリオが紹介された｡9月から3月までの活動記録がファイル

されたもので､それを外部審査委員会に評価してもらい､さらに､口頭試問を受けて､最終的に

5月の卒業と認定書授与となる｡ この認定書はどのように活用されるのかとの質問に対して､テ

ニュア昇進のための功績 (Merit)として認められるとのことであった｡このプログラムは､ミッ

ドキャリアの教員を対象としたものでる｡ 彼らに焦点を当てるのは､これからの大学において重

要な役割を担う地位にあるからである｡ UBC には､他大学で見られるような､院生-の認定書

プログラムも提供しているが､最大の特徴は､｢現職の教員のための研修プログラムにおいて認定

書を授与している｣ことである｡ これは､教員が単にワークショップやセミナーに参加するもの

ではなく､授業での実践をプログラムに取り入れた総合的な研修となっている｡

UBC以外の大学では､院生の認定書プログラムに重点を置いている｡ それは､そのようなニ

ーズがあるからである｡UBCの特徴は､教員のための認定書プ ログラムを提供していることで､

これは他の大学では見られない特徴である｡ そのため､UBC には関連する豊富な資料が多くあ

る｡ このプログラムが成功している一つの理由は､十分な基金に支えられ､豊富な講師陣を恵ま

れるからであると述べている｡

幸運にも､柘月1回金曜日午前 9時から12時までの対面授業に出席することができ､二人の

教員の発表をFifJくことができた｡3月ということで､致il同士の談論も活発であった.この研修

は､ScholarshlpOfTeachlngandLearnlngに焦点を当てたもので､担当省HarryHubball教授

が､ロ輔車に､''Researchable"かどうかを教員に問いかけているのが印象的であった.｢研究｣と

いう視点を失えば､大学におけるティーチングの存在音盤がなくなる.

教員が挺出した膨大なポー トフォリオが紹介された｡9月から3月までの活動記録がファイル

されたもので､それを外部布衣委員会に評価してもらい､さらに､口頭釈PLHを受けて､収終的に

5月の卒菜と認定空き授与となるOこの認定型Fはどのように活用されるのかとのffrtl]に対して､テ

ニュア昇進のための功績 (Merlt)として認められるとのことであったoこのプログラムは､ミッ

ドキャリアの教員を対象としたものでる｡彼らに焦点を当てるのは､これからの大学において韮

要な役割を担う地位にあるからであるoUBCには､他大学で見られるような､院生への認定凹

プログラムt)挺供しているが､般大の特徴は､｢現職の教員のための研修プログラムにおいて認定

宰Fを授与している｣ことである｡これは､教flが単にワークショップやセミナーに参加するもの

ではなく､授菜での実践をプログラムに取り入れた総合的な研修となっている｡

UBC以外の大学では､院生の認定むプログラムに鼓点を'Rいている｡それは､そのようなニ

ーズがあるからである｡UBCの特徴は､教員のための認定空Fプロ//ラムを提供していることで､

これは他の大学では見られない特徴である｡そのため､UBCには関連する豊富な資料が多くあ

る｡このプログラムが成功している一つの理由は､十分な益金に支えられ､豊笛な講師陣を恵ま

れるからであると述べている｡

幸運にも､伝月1回金曜Fl午前9時から12時までの対面授菜に出席することができ､二人の

数凸の発安をFiflくことができた｡3月ということで､教Ll同士の淡泊も活発であった｡この研修

は､ScholarshlpOfTeaChユngandLearnlngに焦点を当てたもので､担当者 HarryHubball教授

が､ロ柄に､"Researchable"かどうかを教Llに問いかけているのが印象的であった｡｢研究｣と

いう視点を失えば､大学におけるティーチングの存在音盤がなくなる｡

教員が挺出した膨大なポー トフォリオが紹介された｡9月から3月までの活動記録がファイル

されたもので､それを外部寄恋委El会に評価してもらい､さらに､口ilJl武関を受けて,股終的に

5月の卒業と認定i!_ぎ授与となる｡この認定雀Fはどのように活用されるのかとの質rH16こ対して､テ

ニュアSI進のための功析 (Merlt)として音嘗められるとのことであったOこのプロ//ラムは､ミッ

ドキャリアの教員を対象としたものでる.彼らに焦点を当てるのは､これからの大学において丑

変な役割を拒う地位にあるからである｡UBCには､他大学で見られるような､院生への認定1LF

プログラムt)提供しているが､瓜大の特徴は､｢現職の教員のための研修プログラムにおいて認定

季‡を授与している｣ことである｡これは､教員が単にワーク/ヨッブやセミナーに参加するもの

ではなく.授業での実践をプログラムに取り入れた総合的な研修となっている｡

UBC以外の大学では､院生の認定むプログラムに証点を'Rいている｡それは､そのようなニ

ーズがあるからであるoUBCの特徴は､教員のための認定平Fプログラムを提供していることで､

これは他の大学では見られない特徴である.そのため､UBCには関越する豊富な資料が多くあ

る｡このプロ//ラムが成功している一つの理由は､+分な益金に支えられ､豊笛な害掛師肺を恵ま

れるからであると述べている｡
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おわりに

カナダは ｢モザイク国家｣であると冒頭で紹介したが､それぞれの州政府の管轄の下で最小限

の基準を設け､各大学の自主性を重んじる傾向が強く､その結果､大学教授職の資格制度につい

ても各大学の対応は多様である｡ だからと言って､ばらばらかというとそうではない｡ある一定

の基準と資質を保っている｡公平さという点からも､十分な配慮がなされている｡

クイーンズ大学 AndyLegerが､いみじくも表現しているように､｢正直に言えば､昇進のと

きに考慮されるのは､候補者の研究業績である｡優れたティーチングの記録があることは 『損』

にはならないが､決定的とは言えない｡研究と教員は､同じ評価ではない｡ティーチングはわず

かではあるが､評価されつつある｣という現状は､日本に近いというような印象を受けた｡大学

教員の雇用 ･昇進は､あくまでも研究業績が中心で､ティーチングは ｢支障がなければ良い｣程

度である｡ パラダイムシフトが起こり､教員から学生-､教育から学習-シフトされたと言って

も､大学教員の身分に関わる内部の実態､とくに正教授-の昇進においては､旧態依然と研究業

績が重視され､あまり変化はしていないようである｡

おわリに

カナダは ｢モザイク国家｣であると冒頭で紹介したが､それぞれの州政府の管轄の下で放小服

の遊離を設け､各大学の自主性を韮んじる傾向が強く､その結果､大学教授職の資格制度につい

ても各大学の対応は多様である｡だからと言って､ばらばらかというとそうではない｡ある一定

の逓準と資質を保っている｡公平さという点からも､十分な配慮がなされている.

クイーンズ大学 An dyLegerが､いみじくも表現しているように､｢正直に言えば､3-1進のと

きに考慮されるのは､候前者の研究菜桁である｡優れたティーチンJ/の記録があることは FLll』

にはならないが､決定的とは言えないO研究と教flは､同じ評価ではない｡ティーチングはわず

かではあるが､評価されつつある｣という現状は､El木に近いというような印幾を受けたo大学

教員の床用 ･3-[進は､あくまでも研究菜桁が中心で､ティーチングは ｢支障がなければ良い｣提

度である｡/ミラタイムシフトが起こり､教11から学生-､教育から学習-シフトされたと言って

i)､大学教員の身分に関わる内部の実態､とくに正教授-の昇進においては､旧懐依然と研究業

績が重視され､あまり変化はしていないようである｡

おわリに

カナダは ｢モザイク国家｣であると冒頭で紹介したが､それぞれの州政府の管轄の下で股小暇

の益雄を設け､各大学の自主性を_Triんじる幌向が強く､その結果､大学教授職の資格制度につい

ても各大学の対応は多様である｡だからと言って､ばらばらかというとそうではない｡ある一定

の韮irEと資質を保っている｡公平さという点からも､十分な配慮がなされている｡

クイーンズ大学 AlldyLegerが､いみじくも表現しているように､｢正直に言えば､3-)進のと

きに考慮されるのは､候21fi者の研究某紙である｡優れたティーチン//の記録があることは F舶』

にはならないが､決定的とは言えない｡研究と敏flは､同じ評価ではない｡ティーチングはわず

かではあるが､評価されつつあるJという現状は､日本に近いというような印象を受けた.大学

教員の稲川 lfI進は､あくまでも研究黙約が中心で､ティ-チングは ｢支障がなければ良い｣程

度である｡パラダイムシフトが起こり､教員から学生-､教育から学習-シフトされたと言って

I)､大学教員の身分に関わる内部の実態､とくに正教授-の昇進においては､旧懐依然と研究業

横が重視され､あまり変化はしていないようである｡
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第3章 北欧における大学教授職の資格制度

-スウェーデン､フィンランドを事例として

渡連あや

(熊本大学)

1.高等教育制度

北欧の高等教育制度は､歴史的 ･文化的背景もあり､類似点も多い｡しかしながら､近年､高

等教育を取り巻く環境の変化の中で､各国の相違点が以前に比べ､増加しつつある｡このことは､

本稿において取り上げたスウェーデン､フィンランド両国にも当てはまる｡

スウェーデンの高等教育機関には､博士号を授与することのできる伝統型の大学と博士号を授

与することのできないユニバーシティ･カレッジの2種類あるが､制度的には､一元化されてい

る｡ 両者ともに､国公立及び私立がある｡

一方､フィンランドは､大学セクターと､専門大学 (Ammattikorkeakoulu:AMK)により構

成される非大学セクターからなる二元的な高等教育制度を有している｡これは､1990年代に､中

等後教育機関を再編 ･統合の上､専門大学 (AMK)として､高等教育機関に格上げしたことによ

り成立したものである｡博士号を授与することができ､基礎研究にも従事する大学に対し､非大

学セクターである専門大学 (AMK)は､職業志向の教育機関であり､学士号と修士号のみを授与

する｡国内においては､設置当初よりAmmattikorkeakoulu(AMK)という呼称が用いられてい

るが､英語による表記では､近年､当初用いられていたPolytechniUniversityofAppliedScience

が一般的になりつつある｡大学と専門大学(AMK)は､学位も､国際的には学士号 ･修士号と称す

るものの､原語による表記では､区別している｡

大学運営に関し､スウェーデンでは､国立大学を､位置付けを変えることなく､自律性を高め

る方向での改革を 1990年代に行っている｡フィンランドの国立大学も､当初は､同様のアプロ

ーチをとっていたが､2010年に法人化 ･財団化 (実質的には私学化)している｡

第3章 北欧における大学教授職の資格制度

-スウェーデン､フィンラン ドを事例 として

波速あや

(熊本大学)

1 高等教育制度

北欧の高等教育制度は､歴史的 .文化的背jliもあり､類似点も多い｡しかしながら､近年､高

等教育を取り巻く環境の変化の中で､各国の相違点が以前に比べ､増加しつつある｡このことは､

本稿において取り上げたスウェーデン､フィンランド両国にt)当てはまるo

スウェーデンの両等教育機関には､博士号を授与することのできる伝統型の大学と博士号を授

与することのできないユニバーシティ･カレッジの2極熱あるが､制度的には､一元化されてい

る｡両者ともに､国公立及び私立がある｡

一方､フィンランドは､大学セクターと､専門大学 (Ammattlkorkeakoulu AMK)により構

成される非大学セクターからなる二元的な高等教笥制度を葡している｡これは､1990年代に､中

等複教育機関を再編 ･統合の上､専門大学 (AMK)として､高等教育機l業=こ格上げしたことによ

り成立したものである｡博士号を授与することができ､益礎研究にも従卒する大学に対し､非大

学セクターである専門大学 (AMK)は､職業志向の教育機関であり､学士ちと修士号のみを授与

する｡国内においては､毘RrLT正当初よりAmmattlkorkeakoulu(AMK)という呼称が用いられてい

るが､英語による穀記では､近年､当初用いられていたPolytechnlUnlVerSltyOfApplledSclenCe

が一般的になりつつあるo大学と専門大学(AMK)は､学位も､国際的には学士号 ･修士ちと称す

るものの､原語による袈記では､区別している｡

大学避常にL葵JL､スウェーデンでは､国立大学を､位'R付けを変えることなく､自神性を市高め

る方向での改革を 1990年代に行っている｡フィンランドの国立大学も､当抑 ま､同様のアプロ

ーチをとっていたが､2010年に法人化 ･財団化 (実質的には私学化)しているC
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表 1 スウェーデン及びフィンランドの高等教育の概要

国立､私立 法人､財団

GDPに占める公財政教育支出

大学型高等教育進学率

(出典)OECD 『図表で見る教育2010年度版』､2010年､明石書店｡

質保証機関 (評価機関)についても､スウェーデンは､国の高等教育行政の執行機関である高

等教育庁が担っているのに対し､フィンランドは､独立性に配慮して､第三者機関であるKKA(高

等教育評価会議)を設置している｡質保証システムについては､両国ともに学習成果の重視を今

後の方向性として示しているが､フィンランドが機関の自律性を最大限に担保することを試みる

一方､スウェーデンは､機関レベルのオーディットを廃し､2011年からプログラムレベルでの学

習成果に焦点を当てた新たな質保証システムに取り組んでいる｡ 新たなプログラムのもとでは､

評価結果とフアンディングのリンクも強化される見込みであり､特に優秀な組織に対し､インセ

ンティブを付与することなどが予定されている｡

2.大学教員の身分 ･地位

2-1.スウェーデン

スウェーデンには､国立大学と私立大学がある｡このうち､私立大学の教員は民間の被雇用者

であるが､国立大学の教員は公務員である｡

2-2.フィンランド

フィンランドの大学は､すべて国立大学であったが､2010年に法人化 ･財団化した｡それに伴

安 1 スウェーデン及びフィンランドの(I.S等教育の概要

: = 十一
両各教育制度 -元型 二元4J

設位形態 国立､私立 故人､財団

GDPに占める公財政教育女山 70% 63%

(うち高等教育) 19% 20%

大学型稿等教育進学率 76% 76%

(10%)

質保証機関 (評価機関) 高等教育庁 KKA

(教邪研究省)

(出典)OECDF図表で見る教笥2010年度版』､2010年､明石P_F店｡

質保証機関 (評価機関)についても､スウェーデンは､国の拓等教育行政の執行機関である諸方

等教育庁が担っているのに対し､フィンランドは､独立性に配慮して､第三者機関であるKKA(F.･l

等教育評価会談)を設駐している｡質保;iLlシステムについては､両国ともに学習威張の丑祝を今

後の方向性として示しているが､フィンラントが機関の日経性をJiL大関に担保することを試みる

-力､スウェーデンは､機関レ-′レのオーディットを廃し､2011年からプログラムレ-ルでの学

習威光に蛇点を当てた新たな質保証システムに取り組んでいる｡新たなプログラムのもとでは､

評価結果とフアンディングのリンクも強化される見込みであり､特に優秀な組縦に対し､インセ

ンティブを付与することなどが予定されている｡

2 大学教員の身分 ･地位

2-1 スウェーデン

スウェーデンには､国立大学と私立大学がある｡このうち､私立大学の教1-1は民問の被雇用者

であるが､国立大学の教員は公務員である.

2-2 フィンランド

フィンランドの大学は､すべて国立大学であったが､2010年に法人化 ･財EEl化したoそれに伴




